


人形と影絵が織りなすファンタジー
韓国の人形劇団ArtStageSANと、日本初の影絵専門劇団かかし座―
世界中で絶賛される両劇団が、言語や国境の壁を越えてコラボレーション！
セリフをほとんど使用しない、すべての人にお楽しみいただけるエンターテイメント作品です。 ArtStageSAN

韓国の議政府(ウィジョンブ)市に拠点を置く人形劇団。
2001年より活動を始め、舞踊、映像などを効果的に取り
入れた舞台作品を世に送り出しています。
様々な国際フェスティバルにも参加しており、
代表作「ダルレの話」は、日本を含めこれまで22カ国、
85箇所以上の都市で上演されました。

主人公ハルは都会に住む普通の女の子。
ある時、ハルは両親の元を離れておじいさんの住む島へ出かけることになりました。
そこは、時間が住所の島―。
霧に隠された、地図にも載っていない秘密の島。
その名も、“るる島”。
海を渡って“るる島”にやってきたハル。スマホの電波なんかもちろんありません。
最初は不安でいっぱいだったハルですが、おじいさんの飼猫のマルや、島の動物たちとも
仲良くなって、少しずつ元気になっていきます。
そんなある日、おじいさんが語りだす不思議な伝説―。
島の洞窟の奥深く、隠された秘密とは？
さらに、おじいさんを付け狙う怪しい海賊二人組も現れて、平和な日常が脅かされて…。 劇団かかし座

1952年創立の日本で最も歴史のある影絵専門劇団。
最初は NHKの専属劇団として。現在は全国の小学校や
文化会館等で上演。影絵と演劇を効果的に組み合わせた
舞台を得意としている。
近年は手影絵を使ったパフォーマンスが人気で、TV、
各メディアへの出演のほか、
海外20カ国以上での上演実績があります。
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【キャスト】
監　　修　ふじたあさや
脚　　本　イ・スジン
演出・振付　チョ・ヒョンサン
人形・舞台美術・衣装　リュ・ジヨン
音　　楽　リュ・チャン
翻訳・言語指導　キム・ボギョン
照　　明　坂本義美 (龍前正夫舞台照明研究所 )
音　　響　都藤守 (サウンドメソッド)
舞台監督　杉村向陽 (マルス・エイ・ソル )
演出助手　櫻本なつみ (劇団かかし座 )
大道具製作　齋藤浩樹
影絵美術 (映像 )　後藤圭、劇団かかし座美術部、  

 若井裕美、とうたいよう、小島直子、 
 小田純治 (design Bee)
プロデューサー　キム・ボギョン、後藤圭

【スタッフ】

雷5656会館 5階  ときわホール
 東京都台東区浅草3-6-1
 TEL 03-3874-5656

一般 3,000 円

子ども 1,500 円

団体割引 2,500 円

・東武線浅草駅北口、
都営浅草線浅草駅 A4出口、

東京メトロ銀座線浅草駅6番出口より
それぞれ徒歩 10分

・つくばエキスプレス浅草駅A1出口より
　徒歩 8分

アシテジ日本センターとは
児童青少年演劇の芸術水準の向上のために、個人・専門劇団・演劇関係団体を結集する
ことにより、児童青少年の豊かな成長を目指す国際組織です。
児童青少年演劇の世界的な交流、専門演劇人の国際的協力などの活動を続けています。
正式名称は「一般社団法人 国際児童青少年舞台芸術協会日本センター」。
「アシテジ」とはフランス語による「国際児童青少年舞台芸術協会」の略です。

【アクセス】

（中学生以下）

【チケット申込・お問合せ】
TEL  045-872 -2709
 ( アシテジ日本センター )

チケットペイ (1月 20日 10:00 より )

一般  3,500 円

子ども 2,000 円
（中学生以下）

【チケット情報】（全席指定）
チケット発売日　1月 11日 ( 土 ) 10:00 より

特設ページより
お申込みください⇨

前売 当日


